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鳥取県立八頭高等学校

あ
い
さ
つ

会
　
長
　
　
山
　
口
　
　
　
享

　

我
が
国
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
超
人
口
減
少
社
会
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

社
会
が
顕
現
化
す
る
と
と
も
に
、
過

疎
化
・
過
密
化
が
進
み
、
医
療
費
の

増
加
・
社
会
保
障
の
増
加
で
財
政
運

営
は
小
規
模
な
自
治
体
で
は
困
難
に

な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
世
界
的
な
規
模
で
物

流
・
人
口
移
動
・
国
際
化
が
進
展
し

て
い
ま
す
。
ま
た
東
京
一
極
集
中
が

と
ま
り
ま
せ
ん
。
大
学
卒
業
生
も
進

学
も
東
京
へ
と
集
中
し
、
就
職
も
同

様
で
す
。

　

活
力
あ
る
生
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
・
町
づ
く
り
に
努
力
し
、
人

材
を
活
性
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
そ
の
た
め
に
政
府
が
中
心

と
な
り
、
地
方
創
生
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か

け
ら
れ
な
い
し
、
鳥
取
県
の
人
口
流

出
に
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学

校
の
統
合
に
加
え
、
一
極
集
中
が
生

じ
、
高
校
の
再
編
成
も
想
定
さ
れ
る

中
で
、
い
か
に
し
て
魅
力
あ
る
学
校

を
作
る
か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
礎
的
な
学
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
広
い
視
野
と
順
応
性
を
持
ち
、

将
来
を
展
望
で
き
る
人
材
を
育
て
る

と
い
う
大
き
な
課
題
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

B
oy

s, b
e am

b
itiou

s 

と
い
う
言

葉
で
知
ら
れ
て
い
る
ク
ラ
ー
ク
博
士

は
北
海
道
大
学
で
、
「
失
敗
を
恐
れ

ず
、
堂
々
と
新
し
い
時
代
に
挑
戦
せ

よ
」
と
学
生
た
ち
を
鼓
舞
し
、
激
励

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
北
海
道
の

広
大
な
自
然
環
境
の
中
で
堂
々
と
困

難
な
状
況
に
対
応
し
、
総
合
大
学
で

は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
林
業
面
で
日

本
を
リ
ー
ド
し
、
貢
献
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
特
色
あ
る
優
秀
な
人
材

を
創
出
し
て
い
ま
す
。
鳥
取
大
学
農

学
部
も
そ
の
配
下
に
あ
り
、
鳥
取
米

農
業
の
進
展
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

八
頭
高
校
の
生
徒
も
、
こ
の
よ
う
に

新
し
い
出
会
い
で
目
覚
め
、
仲
間
と

と
も
に
刺
激
し
あ
っ
て
、
素
晴
ら
し

い
発
想
と
人
間
関
係
を
手
に
入
れ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
困
難
な
時
代
に
お
い

て
も
八
頭
高
校
が
前
進
す
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。

　

我
が
八
頭
高
校
は
優
秀
な
卒
業
生

が
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
様
方
に
も
少
子
化
過
疎
化
の

現
実
に
今
以
上
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
新
し
い
時
代
の
八
頭

高
時
代
作
り
に
一
層
の
ご
尽
力
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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平
成
三
十
年
三
月
一
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
第
六
十
九
回
卒
業
式
で

二
百
六
十
六
名
が
卒
業
し
、
新
た
に
同

窓
会
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
新
会
員

の
ク
ラ
ス
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
組　
　

清
水
琉
成
・
中
村
優
真

二
組　
　

亀
谷　

渉
・
横
田
美
悠

三
組　
　

前
田
健
登
・
〇
西
山
菜
々
香

四
組　

◎
伊
賀
龍
也
・
〇
大
基
知
沙

五
組　
　

山
本　

周
・
谷
田
柚
郁

六
組　
　

岡
本
晃
季
・
田
中
里
奈

七
組　
　

公
賀
崇
哲
・
河
上
涼
子

◎
学
年
幹
事　

○
副
幹
事

第
六
十
九
回
　
卒
業
生
新
会
員
加
入

　

翠
陵
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
母
校
八
頭
高
等
学
校
に
対
し
ま
し

て
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
四
月
よ
り
八
頭
高
等
学
校

長
を
拝
命
し
ま
し
た
中
島
で
す
。
私

に
と
っ
て
八
頭
高
は
、
若
年
教
員
時

代
か
ら
中
堅
教
員
時
代
ま
で
十
数
年

間
に
わ
た
る
勤
務
を
し
た
学
校
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
八
頭
高
校
で
先
輩

か
ら
イ
ロ
ハ
を
学
び
、
時
に
は
意
見

を
戦
わ
せ
、
困
難
に
出
会
っ
て
は
助

言
を
あ
お
ぎ
、
再
度
実
行
に
移
し
、

そ
れ
で
も
う
ま
く
い
か
な
く
て
へ
こ

ん
で
職
員
室
に
帰
っ
て
は
慰
め
ら
れ

…
、
も
う
一
度
心
を
整
え
て
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
そ
ん
な
教
員
生
活
の

土
台
を
築
か
せ
て
い
た
だ
い
た
大
切

な
学
校
で
す
。
そ
し
て
今
年
度
、
今

度
は
校
長
と
し
て
再
び
八
頭
高
校
に

勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
全
体
が
少
子
化
の
最

中
に
あ
る
の
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で

す
。
平
成
の
大
合
併
直
後
（
平
成

十
七
年
度
）
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の

八
頭
郡
（
郡
家
・
船
岡
・
八
東
・
若
桜
・

智
頭
の
旧
５
町
）
内
の
中
学
三
年
生

は
三
百
九
十
人
で
し
た
。
こ
れ
が
平

成
二
十
七
年
度
に
は
二
百
五
十
一

人
、
平
成
三
十
七
年
度
に
は
約
二
百

人
と
、
大
合
併
直
後
の
約
半
数
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
八
頭
高
校
の
よ
き
伝
統
を

守
り
な
が
ら
、
恵
ま
れ
た
教
育
環

境
を
生
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
英
知

を
結
集
し
て
、
世
界
の
、
日
本
の
、

そ
し
て
鳥
取
県
の
次
代
を
担
う
人

材
を
し
っ
か
り
育
成
し
て
参
り
た

　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
七
日

（
土
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥

取
（
鳥
取
市
）
で
八
頭
高
同
窓
会
「
翠

陵
会
」
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
同
窓
会
長
、
橋
本
校
長
の
挨

拶
の
後
、
石
谷
副
会
長
を
議
長
に
議

事
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
事
業
報
告
・
会
計

報
告
・
平
成
二
十
九
年
事
業
計
画
・

予
算
・
翠
陵
会
報
第
三
十
四
号
の
発

刊
に
つ
い
て
と
議
事
が
進
み
、
最
後

に
平
成
二
十
九
年
度
の
役
員
選
任
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
百
周
年

記
念
を
控
え
、
校
外
に
独
立
し
た
事

務
局
を
作
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
今

後
三
年
で
本
格
始
動
す
る
た
め
の
準

備
を
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
同
窓
会
総
会
を
毎
年
七

月
第
一
週
の
土
曜
日
に
す
る
こ
と
も

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
十
四
歳

～
二
十
三
歳
ま
で
百
名
を
超
す
参
加

者
が
あ
り
、
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
（
平
成
二
十
九

年
四
月
一
日
～
平
成
三
十
年
三
月

三
十
一
日
）
の
事
業
計
画
は
次
の
と

お
り
で
す
。

翠
陵
会
総
会

　
　

平
成
三
十
年
一
月
二
十
七
日

　
　

鳥
取
市

　
　
　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取

翠
陵
会
第
三
十
八
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
四
日

　
　

鳥
取
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　

吉
岡
温
泉
コ
ー
ス

中
京
圏
同
窓
会
総
会

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
三
日

　
　

名
古
屋
市

　
　
　

ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
名
古
屋

関
西
翠
陵
会
総
会

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
八
日

　
　

大
阪
市　

メ
ル
パ
ル
ク
大
阪

関
東
同
窓
会

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
八
日

　
　

白
金
台　

八
芳
園 

『
翠
陵
会
報
』
第
三
十
三
号

　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
発
刊

　

平
成
二
十
九
年
度
同
窓
会
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

会　

長 

山　

口　
　
　

享

副
会
長 

石　

谷　

精　

二

 

薮　

田　

千
鶴
子

 

西　

尾　

節　

子

 

酒　

本　

敏　

興

 

小　

林　

昌　

司

 

竹　

尾　

雅　

詮

 

入　

江　

順　

子

 

徳　

永　

英
太
郎

 

平　

木　
　
　

誠

 

西　

村　

紳
一
郎

 

西　

川　

憲　

雄

 

田　

渕　
　
　

緑

 

松　

下　

稔　

彦

 

有　

松　

数　

紀

 

薮　

田　

邦　

彦

 

金　

谷　

洋　

治

 

奥　

田　

の
ぶ
よ

 

福　

田　

俊　

史
（
会
長
代
行
）

 

井　

上　

靖　

雄

 

長
谷
川　

孝　

一

監　

査 

谷　

村　

伸　

一

 

木　

下　
　
　

尚

顧　

問 

安
養
寺　

幸　

男

 

渕　

見　

佐
恵
子

 

橋　

本　

代
里
子

 

岩　

田　

直　

樹

 

原　

田　

晋　

一

 

上　

山　

憲　

二

参　

与 

山　

崎　

健　

治

 

国　

岡　

智　

志

事
務
局 

田　

中　

清　

隆

 

谷　

上　

絵
里
奈

 

木　

島　

美　

紀

田　

賀　

文　

恵

翠

陵

会

総

会

報

告

校
　
長
　
　
中
　
島
　
靖
　
雄

着

任

あ

い

さ

つ

い
と
思
い
ま
す
。

　

翠
陵
会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
母
校
を
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ご
支
援
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　事務局では『翠陵会報』を通して、会員の皆さまの近況をご報告させていただきます。学年会やクラス会、
OBOG会等の活動の様子を、ぜひご寄稿ください。
　また、学年・クラス同窓会を開催されます際には、翠陵会事務局にご一報くださいますようよろしくお願いします。

　定例の総会を開催しますので、お誘い合わせのうえ、多数ご出席下さいますようご案内申し上げます。
　なお、準備の都合上、ご出席の方は、６月20日（水）までに、同封のはがきを事務局にお送りください。

「翠陵会」総会の御案内

◆「翠陵会」総会

　　日時：平成30年７月７日（土）
　　　　　午後16時～
　　会場：白兎会館

◆ 懇親会

　 日時：平成30年７月７日（土）
　 　　　午後18時～
　 会場：白兎会館
　 　　　TEL：0857-23-1021
　 会費：6,000円
　　（会費は当日受付にてお支払いください）

連絡先

八頭高同窓会事務局
TEL 0858-72-0022
FAX 0858-72-0113

昭和51年３月卒業生還暦同窓会

平成４年卒業生 卒業25周年記念同窓会

　2018年１月２日にホテルモナーク鳥取で学年同窓会を盛大に行いました。
　今回の同窓会は還暦祝いを兼ねた卒業42周年記念ということもあり、正月の忙しい中を全国から148名の同窓生が集まってくれ
ました。学年同窓会は今回が４度目の開催となりますが、常連参加が多い中で初めて参加した人もいて、42年振りの再会には懐か
しさあり驚きありで、感激もひとしおのようでした。
　祝宴では橋本校長や石母田（いしもだ）生徒会長、今回出席できなかった同窓生のメッセージ紹介が行われ、高校からお借りした「学
校紹介資料」と、この日のために準備した「創立92周年を迎えた高校や周辺風景」をプロジェクターに映し全員で鑑賞しました。スク
リーンに映る写真はとても懐かしく、卒業してからもう42年の月日が経ってしまったのだとあらためて感慨深く感じさせてくれました。
　みんなの話題で多かったのがクラブ活動の活躍のことで、野球部をはじめ各クラブの活躍によって母校の名が全国に知れ渡るよ
うになり、首都圏や関西でも「ヤツガシラコウコウ」ではなく、「あの○○のヤズコウコウ」と読んでもらえる、云ってもらえる
ようになったことや、全国レベルで後輩が活躍していることをＯＢとして誇りに思うとの声が多く聞かれました。
　我々ＯＢとしても、これからも母校、後輩たちを応援しようということで、早速、会の中で募金を募り、多くの同窓生から賛同
してもらうことができました。（集まった募金は後日母校に寄付しましたよ）
　学年同窓会は、これまで20周年を皮切りに、30周年、35周年、そして今回の42周年と計４回開催してきましたが、当初めざした目的・
目標がほぼ達成できたことから、学年同窓会は今回を最後とし、今後はクラス単位の小規模な同窓会に移行していくことにしています。
　最後に、これまで会を開催するにあたり、恩師をはじめ諸先生がた、八頭高同窓会長、学年役員、クラス委員、そして同窓生の
みんなにご協力をいただきましたことを、この場をおかりしましてお礼を申し上げます。ありがとうございました。
　同窓生のみんな、同窓会にきてくれて、本当にありがとう。いつまでも元気でね。良い歳をとろうな。では、さよなら。

（代表幹事　山尾　六穂）

　平成29年８月12日、第43回生卒業25周年記念同窓
会をホテルニューオータニ鳥取にて開催いたしまし
た。同窓会長山口享様、３年４組担任長谷修実先生、
３年８組担任石谷道夫先生をお迎えし、109名の同
窓生が出席して盛大に行われました。
　懐かしい恩師や同窓生との再会は、思い出話に花
が咲き、20数年の時間を超えて当時の自分を振り返る
貴重な時間となりました。互いの今後の健康や活躍を
願いながら、またの再会を約束し、会を閉じました。
　この会を開催するにあたり、ご尽力、ご協力いた
だいた関係者の皆様、幹事長として奔走してくれた
清水圭二君、そしてお忙しい中出席いただいた参加
者の皆様に、この場をお借りしてお礼申し上げます。
　八頭高等学校の益々のご活躍、ご発展を心よりお
祈り申し上げます。 （第43回卒業生　山﨑　将史）

◆と　き　平成30年１月２日　　◆ところ　ホテルモナーク鳥取

◆と　き　平成29年８月12日（土）

◆ところ　ホテルニューオータニ鳥取

同 窓 生 の つ ど い

八頭高第43回生（平成４年卒）同窓会報告

事務局からのお願い
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平成30年度部活動大会成績（平成29年11月～平成30年３月）

【剣道】
平成29年度鳥取県高等学校新人剣道大会

［団体］　優　勝（中国新人　出場）
［個人］　優　勝　小倉　　大（２－５）
　　　　２　位　小倉　　和（２－１）
　　　　３　位　伊原　飛鳥（２－１）
　　　　ベスト８　加藤　竜成（２－１）
　　　　　　　　杉森　伸晴（２－１）
　　　　（以上　個人　中国新人　出場）

第20回中国高等学校新人剣道大会
［個人］　優勝　小倉　　和（２－１）
　　　　３位　加藤　竜成（２－１）

【卓球】
平成29年度鳥取県高等学校卓球新人戦大会

［女子団体］　３位（全国選抜　県予選に出場）
予選リーグ　八頭３－１鳥取湖陵
　　　　　　八頭３－０米子
　　　　　　２勝０敗でリーグ１位→準決勝進出（ベスト４）
準決勝　　　八頭１－３倉吉東

第45回全国高等学校選抜卓球大会鳥取県予選会
［女子シングルス］　優勝　田中　萌咲（１－２）全国選抜出場決定

【バレーボール（男子）】
第26回鳥取県高校新人選手権

３位　準決勝　八頭０－２鳥工 
３位決定戦　　八頭２－０米子西

第26回中国高等学校新人バレーボール大会
予選リーグ敗退

【バレーボール（女子）】
第26回鳥取県高校新人選手権

優勝（６年ぶり26度目の優勝）
準決勝　八頭２－１米子西
決勝　　八頭２－０鳥取城北

第26回中国高等学校新人バレーボール大会
７位（入賞）

文化部編

【放送】
鳥取県高校総合文化祭放送部門

［ビデオメッセージ部門］　優秀賞（全国総合文化祭出場）
［オーディオピクチャー部門］　奨励賞（中国高校放送コンテスト出場）

第３回中国高校放送コンテスト
決勝進出ならず

【美術】
平成29年度第32回鳥取県高等学校総合文化祭美術・工芸展
第52回県高校美術展

連盟賞　波多野愛美（２－７）（平成30年度近畿高文祭に選出）

【書道】
第49回県高校書道展

連盟賞　久保田なつみ（２－２）（平成30年度近畿高文祭に選出）
奨励賞　山根　愛萌（１－３）

運動部編

【サッカー】
第52回鳥取県高校サッカー新人戦

１回戦　　シード
２回戦　　八頭２－０鳥西
準々決勝　八頭４－０鳥工
準決勝　　八頭１－０城北
決勝　　　八頭０－２米子北
準優勝（中国高校新人　出場権獲得）

第10回中国高等学校サッカー新人大会
ベスト８

【陸上（駅伝）】
第71回米子ー鳥取間駅伝競走大会

総合　　　４位
高校の部　３位

男子第59回・女子第31回中国高等学校駅伝競走大会
男子　　　８位
女子　　　９位

【ホッケー（男子）】
平成29年度第49回全国高等学校選抜ホッケ－大会中国地区予選

２回戦　勝利　全国選抜出場　決定
平成29年度第49回全国高等学校選抜ホッケー大会

１回戦敗退　八頭２－９今市

【ホッケー（女子）】
平成29年度第49回全国高等学校選抜ホッケー大会中国地区予選

１回戦　　　　八頭４－０瀬戸南（岡山）
出場校決定戦　八頭１－３西京高校　全国選抜出場ならず

【水泳部】
第38回鳥取県室内選手権 兼 
第35回鳥取・島根両県対抗水泳競技大会県予選会

［女子］　100mバタフライ　第２位　山口　梨緒（２－２）
　　　　（両県対抗本選　出場）

　　　　200mバタフライ　第２位　山口　梨緒（２－２）
（両県対抗本選　出場）

　　　　100m背泳ぎ　　　植田　穂香（１－４）
（両県対抗については協議中）

【柔道】
第18回中国高等学校柔道新人大会

予選リーグ敗退
平成29年度全国高等学校柔道選手権大会鳥取県大会

［男子団体］　３位
［女子団体］　２位
［男子個人］　60㎏級　優勝　川原　匠悟（２－１）（全国大会出場）
　　　　　　66㎏級　２位　石破　大暉（２－７）
　　　　　　　　　　３位　越野　颯斗（１－３）
　　　　　　73㎏級　優勝　小川　竜弥（２－１）（全国大会出場）
　　　　　　81㎏級　３位　鈴木　和真（２－１）

［女子個人］　48㎏級　２位　増田　七夢（１－３）
　　　　　　57㎏級　優勝　中江　音羽（２－１）（全国大会出場）
　　　　　　　　　　２位　横野　沙世（１－３）

平成29年度全国高等学校
予選敗退

チーム一丸となり歴史を変えた！横田高校を破り全国選抜ホッケー大会
中国地区大会で初優勝を飾った男子ホッケー部！

中国高等学校新人剣道大会で
優勝した小倉 和さん


